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健康増進課（保健センター）４月の予定
日 曜日　　　　　　事　業　名　   　　　　　　 受付時間
8

13

15

19

22

26

金

水

金

火

金

火

乳児健診

健康相談

育児相談

2歳児歯科検診

1歳６か月児健診

ごっくん教室（離乳食教室）

3歳児健診

13:00～13:30

 9 :00～11:30

10:15～10:30

12:50～13:30

13:00～13:30

 9 :45～10:00

13:00～13:30

野
菜
３
５
０
ｇ
摂
れ
て
い
ま
す
か
？

　

野
菜
に
は
ビ
タ
ミ
ン
や
食
物
繊
維
な
ど
の

栄
養
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
や
が
ん
の
予
防
に
有
用
と
さ
れ
て
お

り
、「
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り

運
動
」
で
は
、
一
日
３
５
０
ｇ
以
上
の
野
菜

を
食
べ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
茨
城
県

内
で
は
成
人
一
人
一
日
あ
た
り
の
摂
取
量
は

約
２
９
０
ｇ
（※

）
と
、
目
標
量
に
達
し
て

い
ま
せ
ん
。

※

茨
城
県
食
育
推
進
計
画

－

第
２
次

－

よ
り

　

引
用

●
野
菜
の
摂
取
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

　

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
肥
満
予
防
、
免
疫
力

ア
ッ
プ
、
便
秘
予
防
、
血
圧
の
安
定
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
の
抑
制
な
ど

●
野
菜
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
摂
る
た
め
に

１
．
一
汁
三
菜
の
組
合
せ
を
意
識
し
て
、
３

食
き
ち
ん
と
食
べ
る
。

２
．
加
熱
し
て
野
菜
の
か
さ
を
減
ら
す
。

３
．
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
を
具
だ
く
さ
ん
に
す

る
。

４
．
野
菜
を
使
っ
た
常
備
菜
の
作
り
置
き

や
、
冷
凍
野
菜
の
活
用
を
す
る
。

５
．
外
食
の
と
き
は
野
菜
が
多
い
メ
ニ
ュ
ー

　
　

に
し
た
り
、
サ
ラ
ダ
な
ど
を
追
加
し
た

り
す
る
。

（
例
）
ラ
ー
メ
ン
を
タ
ン
メ
ン
に
、
親
子
丼

を
中
華
丼
に
、
な
ど

●
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
の
目
安
の
数
え
方

　

小
鉢
（
小
皿
）
の
野
菜
料
理
を
１
皿
分

（
約
70
ｇ
）
、
大
皿
の
野
菜
料
理
１
人
分
を

２
皿
分
と
数
え
、
一
日
５
皿
分
以
上
（
70
ｇ

×

５
皿
＝
３
５
０
ｇ
）
と
数
え
ま
す
。

（
例
）

１
皿
分
：
お
浸
し
、
サ
ラ
ダ
、
具
だ
く
さ
ん

の
味
噌
汁
や
ス
ー
プ

２
皿
分
：
野
菜
炒
め
、
酢
豚
、
野
菜
の
煮
し

め
な
ど
の
野
菜
中
心
の
大
皿
料
理

健康増進課
（保健センター）
　札
240-7134

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス－

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
同
一
時
点
で
の
我
が
国
の
す
べ
て
の
産
業
分

野
に
お
け
る
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
の
状
況
を
全
国
的
・
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

【
問
合
せ
先
】
地
域
産
業
課
（
４
月
１
日
よ
り
企
画
政
策
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
１
１
１
１

中
央
公
民
館（
旧
駒
場
小
学
校
校
舎
）に
お
け
る

諸
室
貸
出
の
停
止
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
11
月
よ
り
、
旧
駒
場
小
学
校
の
一
部
を
中
央
公
民
館
の
公
民
館
棟
と
し
て
、
諸

室
（
講
座
室
・
和
室
・
調
理
室
・
調
理
準
備
室
）
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

改
修
工
事
の
た
め
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
貸
し
出
し
を
停
止
い
た
し
ま
す
。

　

※

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
茨
城
町
小
堤
１
０
７
０
番
地
）
に
お
い
て
は
、
通
常
ど
お
り

貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
貸
出
停
止
期
間
（
予
定
）

　
　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

◇
貸
出
停
止
諸
室

　
　

中
央
公
民
館
（
旧
駒
場
小
学
校
）
諸
室
（
講
座
室
、
和
室
、
調
理
室
、
調
理
準
備
室
）

【
問
合
せ
先
】
生
涯
学
習
課　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
２

平成28年
６月１日

総
務
省 

・ 

経
済
産
業
省 

・ 

茨
城
県 

・ 

茨
城
町
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回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

《
短
歌
》

《
俳
句
》

解回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回塊

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

解回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回塊

　

茨
城
町
で
は
、
し
尿
と
生
活
雑
排
水
を

一
緒
に
処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内
で

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◎
補
助
内
容

◎
受
付
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
６

　

日
（
金
）　

※

閉
庁
日
は
除
く

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◎
申
し
込
み
で
き
る
方

　

公
共
下
水
道
区
域
及
び
農
業
集
落
排
水

事
業
実
施
区
域
を
除
く
区
域
に
お
い
て
、

平
成
29
年
２
月
末
ま
で
に
専
用
住
宅
（
小

規
模
店
舗
等
を
併
設
の
場
合
は
住
宅
部
分

の
床
面
積
が
総
面
積
の
２
分
の
１
以
上
で

あ
る
こ
と
）
へ
高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄

化
槽
（
Ｎ
型
）
の
設
置
補
助
事
業
が
完
了

で
き
る
方
。
た
だ
し
次
の
場
合
は
補
助
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
販
売
の
目
的
で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
付

き
住
宅
等
を
建
築
す
る
場
合

・
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
で
、
賃
貸
人

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
場
合

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

・
個
人
住
宅
を
新
築
ま
た
は
、
改
築
す
る

場
合

◎
申
込
方
法

　

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
下
水
道
課
窓

口
（
９
番
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
浄
化
槽
を
設
置
す
る
住
宅

の
延
べ
床
面
積
と
現
在
の
排
水
処
理
状
況

を
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
承
知

お
き
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
問
合
せ
先
】

　

下
水
道
課
公
共
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
１
１
１
１

（
評
）
鳥
羽
田
さ
ん―
最
近
は
、
農
山
村
の
子
ど
も
の

減
少
に
伴
い
、
閉
校
と
な
る
学
校
が
多
い
。
跡
地
の

雑
草
の
中
に
ツ
ク
シ
ン
ボ
を
見
つ
け
た
の
は
い
い
。
浦

井
さ
ん―

明
る
い
太
陽
を
背
に
し
て
ヨ
モ
ギ
を
摘
ん
で

い
る
光
景
。「
背
い
っ
ぱ
い
に
」
が
場
面
を
盛
り
あ
げ

て
い
る
。
中
島
さ
ん―

一
日
中
風
呂
に
入
っ
て
い
た
柚

子
を
見
て
、
一
日
の
体
の
疲
れ
を
感
じ
た
の
は
お
も
し

ろ
。
山
﨑
さ
ん―

「
晩
酌
を
楽
し
む
時
間
」
の
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
面
白
さ
を
ひ
に
く
っ
た
。
湯
豆
腐
が
冷
め

て
し
ま
う
よ
。

（
評
）
中
島
さ
ん―

ピ
ア
ノ
が
堪
能
と
思
わ
れ
る
七
十

歳
に
近
い
方
、「
そ
」
は
「
十
」
の
こ
と
。
高
齢
者
が

青
年
の
時
の
光
り
輝
く
よ
う
な
確
か
さ
で
ピ
ア
ノ
に
向

か
う
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
田
口
さ
ん―

作
者
は

午
後
の
お
茶
の
時
間
に
今
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
母

と
こ
ん
な
日
も
あ
っ
た
な
と
思
い
だ
し
て
い
る
。
具
体

的
な
結
句
が
共
鳴
を
呼
ん
で
い
る
。
萩
谷
さ
ん―

五

感
を
使
っ
て
身
の
ま
わ
り
を
細
か
く
写
生
し
読
者
を

共
感
さ
せ
て
い
る
。

○
閉
校
の
跡
地
に
伸
び
る
土
筆
ん
坊

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

煙
太
陽
を
背
い
っ
ぱ
い
に
蓬
摘
む

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

煙
仕
舞
湯
の
柚
子
に
一
日
の
疲
れ
あ
り

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

湯
豆
腐
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
夢
中
な
る

山
﨑　

文
一（
大　

戸
）

　

紅
梅
の
香
を
友
と
し
て
草
を
と
る

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

森
林
の
中
に
佇
み
初
音
き
く

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

新
年
を
迎
え
手
に
と
る
田
の
氷

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

干
涸
び
し
切
干
大
根
日
の
匂
ひ

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

雨
降
る
夜
一
人
で
す
す
る
納
豆
汁

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

冬
空
に
光
る
満
月
川
面
に
揺
れ

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

○
徐
に
手
指
暖
め
ピ
ア
ノ
弾
く
七
十
路

ち
か
き
過
去
の
青
年

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
た
わ
い
な
い
亡
母
と
の
会
話
思
い
つ

つ
ポ
リ
と
沢
庵
噛
む
午
後
の
お
茶

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

煙
紅
梅
の
含
み
初
む
る
が
心
地
よ
く
一

人
手
酌
で
花
を
眺
む
る

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

両
陛
下
戦
後
慰
霊
の
旅
続
け
無
辜
の

市
民
の
犠
牲
を
悼
む

河
野　

久
子（
昭　

和
）

　

東
京
ド
イ
ツ
村
の
丘
に
立
ち
目
を
見

張
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
物
語
に
も
似
る

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

　

那
珂
川
を
登
り
て
来
た
る
鮭
二
匹
体

寄
せ
合
い
川
床
を
掘
る

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

花
壇
に
は
立
入
禁
止
の
立
て
札
を
草

花
球
根
の
新
芽
顔
出
す

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

梅
の
花
香
り
に
心
遊
ば
せ
て
風
ま
だ

寒
き
も
春
を
待
つ
ら
ん

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

高
二
の
子
飛
行
機
に
乗
り
沖
縄
へ
親

は
無
事
に
と
手
を
合
わ
せ
い
る

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

百
余
年
歴
史
の
幕
の
我
が
母
校
校
歌

う
た
え
ば
涙
あ
ふ
れ
る

高
田　

宗
雄（
大　

戸
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所
氏
名

明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２ 

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

　
　
　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６

補助人槽

５人槽

７人槽

10人槽

補助対象要件補助限度額
（１基あたり）

645,000円

772,000円

959,000円

延べ床面積　140㎡（約42.35坪）
以下のもの
延べ床面積　140㎡（約42.35坪）
を超えるもの
台所及び浴室が２か所以上ある場合
（二世帯住宅等）

※補助を受ける方のうち、既設の単独処理浄化槽を撤去する場合、撤去
　費用の一部（限度額90,000円/基）を補助します。


